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❶木曽の奈良井駅に着いたときは、もう夜であった。…山のなかの小さな駅から少し離れた 奈良井の集落 に向かっ
て私は 歩きだした。…❷突然眼の前に高く真っ黒な民家の側面が浮かび上った…❸山のなかの道は自然が残って
いた。それに、民家は直線上にそろって立ってはいないから、闇のなかを 歩く 私の前方には、民家の側面がつぎ
つぎと出入りして、驚くような黒の空間が展開していった。何分間であったろうか、私は予期しなかった感情の高
ぶりに襲われていた。❹翌朝美しく晴れた山の空気のなかに、私はゆるやかに蛇行して遥かに続いている木曽の
民家集落をはじめてみた。それは期待していたような魅力的な陰影をたたえていた。残っていた実測を午前中に終
え、私たちはつぎの集落 , 郷原に向かった。
❶大きな民家がゆったりと間隔をおいて、濃い緑のなかに立ち並んでいる木曽路から善光寺に向かって岐れて行く
旧街道沿いの 郷原の集落 は、奈良井とはまったく異なった風景であった。❷つぎつぎと寄りそうようにして軒を並
べていた…ときには棟の上に雀おどしを置いた本棟造りと呼ばれる巨大な民家も点在していて、間口が 10 間余も
ある建築家好みの正面も珍しくない。…❸押しつけてくるような真夏の夕方の太陽が、ひとつひとつの立派な民家
の硬い輪郭を濃い緑のなかに浮きあがらせていた。素朴で力強い民家集落の光景がそこにあった。❹夜、私たちは
そろって街道に出た…私たちの足音と声だけが動いていた。…❺透き通ったような夏の夜の空がこの古い街道と集
落の上に高くかかっていて、その下に、ひとつひとつの民家がまるで巨大な生きものが息をひそませてうずくまっ
た真黒な影のようにして立っていた。

　　　　…闇のなかで私と黒の空間との対話がはじまった。ふと、激情ともいえる意識の流れが私のなかを走っていった。…あのかつての夏の夜、古い街
道に現象した黒い空間のなかで私を襲った激情をひとつの住宅の内部に表現出来ると思ったなら、私はそれに全力を賭けよう。人間と空間との間に、新し
い緊張関係をつくりだす手がかりになるとそれが予感されたなら、その高揚した生の実感を空間のなかにもちこんでよいのだと思っている。

❶木曽の奈良井駅に着いたときは、もう夜であった。…❷山のなかの小さな駅から少し離れた 奈良井の集落 に向かって私は歩きだした。
…❸突然眼の前に高く真っ黒な民家の側面が浮かび上った。私は次第に気持の高鳴りを感じだした。❹山のなかの道は自然が残っていた。
それに、民家は直線上にそろって立ってはいないから、闇のなかを歩く私の前方には、民家の側面がつぎつぎと出入りして、驚くよう
な黒の空間が展開していった。何分間であったろうか、私は予期しなかった感情の高ぶりに襲われていた。❺翌朝美しく晴れた山の空気
のなかに、私はゆるやかに蛇行して遥かに続いている木曽の民家集落をはじめてみた。それは期待していたような魅力的な陰影をたた
えていた。私にはそれ以上のものではなかった。残っていた実測を午前中に終え、私たちはつぎの集落 , 郷原に向かった。
　
❶大きな民家がゆったりと間隔をおいて、濃い緑のなかに立ち並んでいる木曽路から善光寺に向かって岐れて行く旧街道沿いの 郷原の
集落 は、奈良井とはまったく異なった風景であった。❷つぎつぎと寄りそうようにして軒を並べていた…ときには棟の上に雀おどりを
置いた本棟造りと呼ばれる巨大な民家も点在していて、間口が 10 間余もある建築家好みの正面も珍しくない。…❸押しつけてくるよう
な真夏の夕方の太陽が、ひとつひとつの立派な民家の硬い輪郭を濃い緑のなかに浮きあがらせていた。素朴で力強い民家集落の光景が
そこにあった。❹夜、私たちはそろって街道に出た…私たちの足音と声だけが動いていた。…❺透き通ったような夏の夜の空がこの古い
街道と集落の上に高くかかっていて、その下に、ひとつひとつの民家がまるで巨大な生きものが息をひそませてうずくまった真黒な影
のようにして立っていた。闇のなかで私と黒の空間との対話がはじまった。ふと、激情ともいえる意識の流れが私のなかを走っていった。

…あのかつての夏の夜、古い街道に現象した黒い空間のなかで私を襲った激情をひとつの住宅の内部に表現出来ると思ったなら、私は
それに全力を賭けよう。人間と空間との間に、新し緊張関係をつくりだす手がかりになるとそれが予感されたなら、その高揚した生の
実感を空間のなかにもちこんでよいのだと思っている。
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１. 序　　建築や都市空間を実際に体験することは、書物
よりも自らの身体を使って学ぶことが重要であると安藤忠雄
が述べているように、実空間の有様を本質的に理解する上
で重要であり、そこで得られた心象は、空間を構想する建
築家にとって創作の源泉になることがある。建築家の設計
論においても、自身の空間体験を設計における参照として
提示するものがみられ、そこでは著名な建築や遺跡、都市
の街路や広場といった様々な空間において建築家が体感し
た、人々の振舞、移動や時間とともに変化する風景などが
描写され、それを設計へと展開させる建築家の思考が読み
取れる。そこで本研究では、建築家の設計論において参照
される空間体験描写を資料1)とし、その意味内容を検討す
ることで、実体験と創作をめぐる建築家の思考を明らかにす
ることを目的とする。
2. 空間体験描写の体験範囲と描写形式
2-1. 参照空間と体験空間　　資料とした空間体験描写か
らは、図1の分析例 (No.10)のように、「奈良井の集落」と「郷
原の集落」でそれぞれ一連の体験談として描かれる描写(以
下、ｼｰﾝ )と、その中に登場する空間（以下、体験空間）を
読み取ることができ、さらに体験空間からはｼｰﾝごとに、建
築家が特に注目し、設計に参照した内容を見出すことので
きる空間（以下、参照空間）を抽出することができる。

　資料にはﾗ ･ ﾄｩｰﾚｯﾄ修道院などの建築作品から、幼少期
に訪れた野山まで、様々な空間での体験が示されていたた
め、体験空間の種類を《建築》、《都市》、《自然》から捉え、
さらに《建築》は固有名を伴って示される著名な建築と固
有名を伴わない匿名の建築 (以下、〈著名〉、〈匿名〉)に分
類し、参照空間の内訳を図 2に示した。ここでは参照空間
の地域と、訪れた時期が建築を学ぶ以前である｛幼少期｝、
生活圏内のものや、複数回訪れている｛再訪｝といった特
性と、〈著名〉のうちﾓﾀ ﾆ゙ｽ ﾑ゙以降の現代建築作品 2) をあわ
せて示している。〈著名〉は西欧・日本に多く、西欧では《都
市》が、日本では〈匿名〉がそれと同程度みられ、特に｛幼
少期｝、｛再訪｝が顕著にみられた(11、17/29)。また、《都
市》では日本とともにｱﾌﾘｶが西欧と同程度みられ、米大陸
では〈著名〉が過半数を占め、特に現代建築作品が、ｱｼ ｱ゙
では〈匿名〉が顕著に多くみられた。
2-2. 体験範囲　　図1の分析例のように、資料には複数の
空間にわたる体験を示すものが多くみられたため、ｼｰﾝにお
ける体験空間の種類の関係を体験範囲として検討し、《建
築》を含むか否か、さらに含む場合は《都市》、《自然》の
有無を考慮して、〔建築のみ〕、〔建築＋α〕、〔建築なし〕に
分類した(表 1)。〔建築のみ〕は〈著名〉を参照空間とする
ものが多く、現代建築作品が約半数程度みられた。〔建築
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図 4. 体験範囲と描写形式
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図 3. 描写形式
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…❶「民衆文化伝承館」展示室の階段を見た。そ
れは無垢の木材のみでつくられた大きな螺旋階段
で、1段に人が 2、3人腰掛けられるくらいの幅
広の段板がゆったりと中央の丸柱を中心に伸び上
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図 2. 参照空間の種類と地域
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 現代建築作品
f* 30 (1920~)   

No.111_waseda house / 山田紗子建築設計事務所

No.49_ 六甲の教会 / 安藤忠雄建築研究所

No.1_ 東京都庁舎 / 丹下健三
❶：

❷：

❶：

❶：

❷：

jt 1910

sk 8609

sk 5806

＋α〕において《都市》を含む場合、《建築》が〈匿名〉の
場合が過半数を占め(39/62)、なかでも｛幼少期｝や｛再訪｝
を持つものが比較的多くみられた。
2-3. 描写形式　　図1の分析例における奈良井の集落の
ｼｰﾝでは、奈良井駅から集落に向かって歩き出した描写と、
民家の側面が突然見える描写が分節して描かれていること
が読み取れる。そこで、ｼｰﾝの中で連続した視覚体験として
記述される描写の部分を場面と捉えた。場面には移動を伴
うｼｰｸｴﾝｼｬﾙな体験が描かれることがあり、そのような描写
における移動の有無と場面の数によって、ｼｰﾝごとの空間体
験描写の形式（以下、描写形式）を検討した。一つの場面
を一つの視点で描写する[単発型]、複数の場面を断片的
に描写する[ 羅列型]、一つの場面を移動を伴ってひとつな
がりの体験として描写する[連続型]、移動を伴う場面を含
む複数の場面を描写する[混合型]を位置付けた(図 3)。
2-4. 空間体験描写のﾊ ﾀ゚ﾝ　　体験範囲と描写形式の関
係を検討したところ(図 4)、[単発型 ]は、民衆文化伝承
館の内部における螺旋階段のある場面のみを描写している
No.111のように、体験範囲を〔建築のみ〕とするのものが
多くみられ、参照空間が〈著名〉のものが過半数を占めた。
一方 [ 羅列型]では、ｾﾅﾝｸの修道院を俯瞰、外観、内観な
ど様々な場面によって周辺環境とともに描写しているNo.49
のように、〔建築＋α〕が比較的多くみられた。移動の描写
がある[ 連続型]と[混合型]はどちらも〔建築＋α〕が過
半数を占め、とくに[混合型]には、ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ市庁舎を海辺
の広場から内部広間までの連続的な描写の場面と、広間の
内観を詳述する場面によって描写するNo.1のように、《建築》
とともに《都市》が描かれるものが多くみられた。
3. 参照意図の意味内容　　資料とした言説から、建築家
が空間体験からどのような事柄を設計に参照したかを参照
意図として抽出し、その意味内容をKJ法 3) を用いて相互
に比較、検討することで関係図を作成した。その結果、【空
間の性質】、【空間の仕組】、【空間における行為】、【文化・
社会的背景】(以下、【性質】、【仕組】、【行為】、【社会】)
に大別できた(図 5)。【性質】は、空間の美しさや迫力な
ど、空間に感じた印象や性質に着目するものであり、例え
ば図1の分析例では、夜の集落に感じた闇の空間が生む緊
張感が捉えられている。【仕組】は、内部と外部、部分と
全体の関係といった空間構成に着目したものであり、No.91
ではﾗ ･ ﾄｩｰﾚｯﾄ修道院において、自分の居場所がわからなく
なるような複雑な内部空間の構成と全体のﾎ ﾘ゙ｭｰﾑ感を対比
する、部分と全体の関係を読み取れる。【行為】は、人の
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行為を生む空間のあり方やその使われ方に着目したものであ
り、No.112 のように、東京文化会館における外構のわずか
に湾曲した部分によって誘発される子供たちの遊びを参照
するものである。【社会】は、空間を成立させる風土や社会
的文脈などに着目したものであり、No.106ではｻﾝﾃｨｱｺ 広゙場
におけるｵﾍ゚ ﾗ公演の無償放映を成立させる寛大さといった文
化的側面が捉えられている。
4. 参照としての空間体験描写　　2 章で検討した空間体
験の描写形式を縦軸に、3章で検討した参照内容の意味内
容を横軸として対応関係を整理し、体験範囲の内訳をあわ
せて示したものが図 6である 4)。
　参照意図の意味内容ごとに描写形式の傾向を検討したと
ころ、【性質】では [単発型 ]と[ 羅列型 ]、【仕組】では
移動を伴う[連続型]と[混合型]、【行為】では[ 羅列型]、
【社会】では[単発型]がそれぞれ多くみられた。以降では
描写形式ごとに比較検討を行う。
　まず [単発型 ]において、【性質】では体験範囲で〔建
築のみ〕が約 7割を占め、参照空間をみると〈匿名〉が多
く(6/9)、一方で【社会】は体験範囲を問わずみられた。こ
こから、象徴的な1つの光景として描写される空間体験で
は、例えば No.93 で、造船所で見た薄い鉄板の構造体に
感じた、大雑把ではあるが魅力的な印象のように、街場の
建物や、日常的に接するありふれた建築に見出した素朴さ
や生 し々さなどの印象や性質に触発され、その光景を自身
の作品で再現しようと考える建築家の思考と、No.67におけ
るｳｨｰﾝの教会の雰囲気から、社会を構成する文化としての
宗教のあり方に着目するもののように、建築から都市空間ま
で様々な空間において目に焼き付いた光景から、それをつ
くり出す社会・文化的背景に着目する建築家の思考が典型
として捉えられる。
　[ 羅列型]において、【性質】では体験範囲についてみる
と〔建築＋α〕が、参照空間では〈著名〉が多い (21/33)
一方で、【行為】では体験範囲に偏りがみられなかった。こ
れより、空間の印象に残った光景が様々な視点から描写さ
れた空間体験には、例えば No.81において、ﾏﾙｾﾙ ･ﾌ ﾛ゙ｲﾔｰ
設計のｾﾝﾄ ･ ｼ ｮ゙ﾝｽ 修゙道院と周辺の自然環境との関係からﾌﾞ
ﾛｲﾔｰの精神性を感じ取るように、著名な建築作品や遺跡な
どを、建築家が実体験によって、予め知っていたことと異な
る新たな発見をすることで、その体験を様々な視点の情景と
して省察し、設計に応用しようとする思考が表れている。ま
た、No.30-1における繊維業者会館において、ｽﾛｰﾌ を゚下る
ために使用することが多いことを発見し、斜面によって引き

起こされる人の行為を参照するように、その空間における思
いもよらない人の振舞いや、空間が引き起こす人への影響力
について複数の視点から分析的に捉える思考といった、特
徴的な傾向を読み取れる。
　また、移動を伴う描写形式である[連続型]と[混合型]
では、【性質】、【仕組】が多く(11,15/34)、特に【仕組】を
参照意図とするものは、体験範囲に〔建築＋α〕が比較的
多いことから、建築と周辺環境を横断する動的な体験が記
憶に残り、ｼｰｸｴﾝｼｬﾙな体験を建築空間の内外関係や建築
的操作について考察するものといえる。例えば No.76では、
渡辺邸における、街道から玄関をくぐり巨大な土間が現れ
る連続的な体験から、そのような空間を生む内部の空間構
成や外部との接続形式を思考している。
　これまでに述べた傾向を踏まえて、参照意図の意味内容
による傾向の違いに着目すると、【性質】でみられる、平凡
な建築の象徴的な一つの光景をもとに、有名な建築作品を
様々な視点から、その空間の印象をつくる現象的側面に着
目し、それを自身の作品に応用しようとする思考を基軸とし
て、【仕組】ではその原因となる要因を空間のなかに見出す
ため、建築のみならず、その周辺環境と総合的に評価する
中で、移動を伴う描写が多くなる一方、【行為】では人 と々
空間の関係を多様な場面から捕捉して、【社会】では体験
した空間のｽｹｰﾙによらず、一つの視点から、その空間を決
定づける要因を人間や社会に求めるという、実体験と創作
をめぐる建築家の典型的な思考を捉えた。つまり、【性質】
と【仕組】は空間の物質的側面、【行為】と【社会】は空
間を成立させる背景としての社会・環境的側面に着目するも
のといえる。
5. 結　　以上、建築家の設計論に参照される空間体験描
写を資料に、体験した空間の種類や関係、描写形式を整
理し、参照した内容とあわせて検討した。その結果、実体
験から得た印象やその要因を空間の物質的側面に見出そう
とするものと、そこからさらに環境的側面まで考慮する建築
家の思考を捉えた。このように、実体験をもとに空間を分
析的に捉え、その様々な側面に思考を巡らせること自体が
建築家の創造的な活動であるといえる。
註
1) ここでは、現代日本の建築ジャーナリズムの中から最も代表的なものとして「新建築」を
中心に掲載された作品の設計論を資料としている。戦後から2023年までに発表された「設
計論」のうち、目次にタイトルが掲載されたものを原則とし、敷地・自作を除く、ある特
定の空間の体験に関する描写がみられ、そこから参照した内容が明確に読み取れる 112
の論文から合計 120 の参照内容、185 の体験空間を抽出している。
2) ここでは、モダニズムが流行し始めた 1920 年以降に竣工した建築とする。
3) 川喜田二郎『発想法』( 中央公論社、1967) 内での KJ 法を用いている。
4)1 つの参照意図につき複数のｼｰﾝを持つものはそれぞれのｼｰﾝの持つ体験範囲の最大範囲を
その体験範囲と捉える。また描写形式については移動がないものは [ 羅列型 ]、1場面で
も移動を含むものは [ 混合型 ] として捉え、それぞれのモデル図を作成した。
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図 5. 参照意図の意味内容

図 6. 描写形式と参照意図の意味内容
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ｻﾝ･ﾏﾙｺ寺院
第 2ｹﾞｰﾃｱﾇﾑ
軍艦島
ﾀ・ﾌﾟﾛ-ﾑ遺跡
ﾊﾞﾝﾃｱｲ・ｽﾚｲ遺跡
湯殿跡庭園
ｼｰｷﾞﾘﾔ遺跡

旧町田市立図書館

飛行機格納庫

金沢の料亭
西本願寺

ﾀｲの尼小屋

韓国の建物
ﾗ・ﾄｩｰﾚｯﾄ修道院

桂離宮

ｱｼﾞｱの街並み
日本の野山
土浦亀城邸
港の外国船

香港のﾋﾞﾙ
ｻー ･ｼ゙ ｮﾝ･ｿー ﾝｽ゙ 美術館
ｶｼｭｶﾞﾙの家
南ｽﾍﾟｲﾝの家
渡辺邸

ﾄﾝｺﾅﾝ( 民家 )
ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸﾞの街
愛知の路地
容膝庵
無心庵
臥龍山荘

京都の町屋 ( 実家 )
ｺﾞﾙﾄﾞﾊﾞの街
留園の街
ｺﾞﾙﾄﾞﾊﾞの街

母校
ﾃｨﾝﾃﾞﾝ団地

繊維業会館
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾞｰﾝ

 ﾊﾟﾅﾃｨﾅｲｺ競技場
ﾁｬﾄﾞ･ﾊﾟｯｸ
ｾｽｷ･ﾎﾟﾝﾍﾟｲﾔ
長野の図書館
ﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ美術館
ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ
高山の民家
ｱｰﾄｷｬﾝﾌﾟ白州

ｲｽﾌｧﾝ金曜のﾓｽｸ
IIMA
ｲｽﾌｧﾝ金曜のﾓｽｸ
集合住宅
地元の街
ﾃﾞﾝﾏｰｸの片田舎
ｳｨｰﾝの教会
塔状住居
ｲﾀﾘｱの街
ｻﾝﾃｨｱｺﾞ広場

自然公園
津和野町
河南の平野

ﾒｽｷｰﾀ
ﾊﾟﾙﾃﾉﾝ神殿
慶應幼稚舎
家
解体中のﾋﾞﾙ
隧道
日本の家
ｲｷﾞﾘｽの建物
王家の谷
ｾﾝﾄ・ｼﾞｮﾝｽﾞ修道院
信州の実家
中国の街

表参道ﾋﾙｽﾞ
国立新美術館

ﾊﾟﾙﾃﾉﾝ神殿

ﾊﾟﾙﾃﾉﾝ神殿

ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ大学

ｾﾅﾝｸの修道院

一力茶屋
伏見稲荷

平安神宮

銘苅家

桂離宮

旧石器時代の洞窟

旧石器時代の洞窟

周山の民家

北陸の漁村

松島の洞窟

千葉の海

ﾓﾛｯｺの地形

宿根木

皇居のお堀
東京の盛場

ﾆｭｰﾖｰｸの街

ﾆｭｰﾖｰｸの街

ｸ゙ ﾗｳﾝｾ゙ ﾗﾊ゙ ｯｸの広場

京都御所

出雲大社
正倉院

時国家住宅
日下部家住宅

奈良井の集落
郷原の集落

十津川の民家

平泉の街道
萩の旧城下町

知人宅

石材店事務所

葡萄園の構造体

奈良の祖父の家 ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽの家

東京の家

千葉の旧自宅

観測塔

大阪の陸橋
解体中の映画館

甲山

ﾊﾟﾅﾃｨﾅｲｺ競技場

ｲﾝｾ゙ ﾙ・ﾎﾝﾌ゙ ﾛｲｯﾋ美術館

ｶﾙｶｯﾀの家

ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ

ﾍﾞﾄﾞｳｨﾝ族のﾃﾝﾄ

ｻﾊﾞﾝﾅの住居

ﾓｰﾘﾀﾆｱの空港

 ﾙﾌｨｰﾉ･ﾀﾏﾖ美術館

民家集落ﾐﾊｽ

中世の廃城

ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ市庁舎

ﾌｧﾝ・ﾈﾚ工場

ｸ゙ ﾗﾝﾋ゙ ･ーﾌｫー ･ｽﾄﾘー ﾄ

ﾊﾞﾙｾﾛﾅの街

ｸﾞﾗﾅﾀﾞの街

ﾃﾍﾗﾝの街

ﾌｪｽﾞの街
ｶｻﾌﾞﾗﾝｶのﾒﾃﾞｨﾅ

ｶｻﾌﾞﾗﾝｶの大通り

ｶｻﾌﾞﾗﾝｶの街

 ﾌﾅ広場

ﾛｰﾏの街
ﾌｨﾚﾝﾂｪの街

ｲﾄﾞﾗの街

ﾓﾛｯｺの市場
ﾒｷｼｺの市場

ｱﾌﾘｶの通り

ｲｷﾞﾘｽの通り

ﾀﾞｶｰﾙの街

ｱｸﾗの街

ﾄﾚｯｼｭﾋﾞﾙの広場

ｱﾋﾞｼﾞｬﾝの街
ﾜｶﾞﾄﾞｸﾞの街

ｲﾗｸの大地
ｳﾞｨｯﾗ･ﾊﾞﾙﾊﾞﾛ
ﾁｬﾝﾃ゙ ｨｶ゙ ﾙー建築群

ｱﾙｼｭﾀｲﾝ邸

ｸｪﾝｺｳ遺跡

ﾅｽｶ地上絵
ﾏﾁｭﾋﾟﾁｭ

ﾛﾝｸ゙ ｱｲﾗﾝﾄ゙ ｶ゙ ﾃー゙ ﾝﾊｳｽ

ｲｴー ﾙｱー ﾄｾﾝﾀー

ｲﾝﾄﾞの貯水池

ｲﾝﾄﾞの御堂

ｲﾝﾄﾞの階段井戸
ｲﾝﾄﾞの階段井戸

ﾕﾆﾃﾀﾞﾋﾞﾀｼｵﾝ

ﾍﾞﾚﾝ地区
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❶正面アプローチにつけられたスロープ…つ
いて観察すると、不思議なことに、この斜路を
登って行く人はまったく見当らず、みんな下り
てくる人ばかりだ…
❷自動車でくると、どうしても1階の入口まで
行ってしまい、斜路の登り口で止まるというこ
とには結局なっていないのである…作者の当
初の意図とは大きなギャップが見られる…

❶ふと入った教会で、ﾊﾟｲﾌﾟｵﾙｶﾞﾝの演奏をのん
びり聞いたり、椅子にﾎﾞｰｯと座ったまま、時間を
過ごしたりしていた。…私のｶﾄﾘｯｸに対するｲﾒｰｼﾞ
は、…ｳｨｰﾝ社会を構成する文化、あるいは生活そ
のものとして、とらえられるようになっていた。

❶霧がようやく流れ出したサガタガン湖のほとりの
森を横切るように、朝の祈りの時を告げる鐘の音が
こだましていた。…静寂な自然に抱かれた,祈りと労
働の生活の一端を垣間見ることにより…人びとの
心のよりどころに出会えたような気がした。…
❷「タイムレスネス」という言葉にたがわない、優
れたプロポーションと精緻なディテールによる空
間が時を超えた感動を与えてくれた。…

❶造船所で見た鉄の構造物が忘れられない。
像の足を思わせるようながっしりとした支柱の
上に乗せられた巨大タンカーの船体の一部で
ある。…鋼板も紙のようにペナペナである。…な
ぜかそのいい加減さにとても惹かれた。…

❶民家的空間と…貴族的空間とが、南北に
走る一本の直線によって明快に分割され、か
つ並立した形式に興味が集中していた。
❷渡辺邸には門構えがない。…玄関扉をくぐ
ると…巨大な土間空間が、街道と直角にまっ
すぐ裏手まで建物を貫いている。…空間のか
たちと…無限定な空間の性格が、渡辺邸の
土間空間の不思議な魅力を形成している。

No.67 ｳｨｰﾝの教会
「ｱｰﾊﾞﾝｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽの形成」/青島裕之

sk9311sk0610

jt9801sk9912 sk7907No.30 繊維業者会館
「斜面の意味」/菊竹清訓

No.93_造船所の構造体
「ｾﾐﾓﾉｺｯｸ建築」/ﾖｺﾐｿﾞﾏｺﾄ

No.81_ｾﾝﾄ・ｼﾞｮﾝｽﾞ修道院
「建築のﾀｲﾑﾚｽﾈｽ」/高垣建次郎

No.76_渡辺邸
「創作論ｽｹｯﾁ3」/奥山信一

場面❶

場面❷

場面❶

場面❶ 場面❶

場面❷

X-Y_Z ♠★Ⅳf*
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の
形
式

体
験
範
囲

シ
ー
ン
番
号

：単発型

：羅列型

：連続型

：混合型

ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ市庁舎

 全資料における割合

ロ
二
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[
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発
型]

[
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列
型]

[

連
続
型]

[

混
合
型]

〔
建
築
の
み
〕

〔
建
築
＋
α
〕

〔
建
築
な
し
〕
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